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1本マニュアルについて 

1.1 マニュアルの内容 

本マニュアルは、ユーザーが Gowin RoraLink 8B10B IPを使いこなせ

るよう、その概要、機能の説明、GUIでの呼び出し、およびリファレンス・

デザインなどについて説明します。本マニュアルに記載のソフトウェア

GUIのスクリーンショットは、Gowinソフトウェア 1.9.11.01バージョン

の場合のものです。ソフトウェアのアップデートにより、一部の内容が変

更される場合があります。 

1.2 関連ドキュメント 

GOWINセミコンダクターのホームページ www.gowinsemi.com/jaか

ら、以下の関連ドキュメントがダウンロード、参考できます： 

 Gowinソフトウェア ユーザーガイド(SUG100) 

 GW5ATシリーズ FPGA製品データシート(DS981) 

 GW5ASTシリーズ FPGA製品データシート(DS1239) 

1.3 用語、略語 

本マニュアルで使用される用語、略語、及びその意味を表 1-1に示し

ます。 

表 1-1用語、略語 

用語、略語 正式名称 意味 

CB Channel Bonding チャネル・ボンディング 

CC Clock Compensation クロック補償 

CRC Cyclic Redundancy Code 巡回冗長符号 

ECP End of Channel PDU チャネル PDUの終了 

FPGA Field Programmable Gate Array 
フィールド・プログラマブ

ル・ゲート・アレイ 

IP Intellectual Property 設計資産 

NFC Native Flow Control ネイティブフ ロー制御 

https://www.gowinsemi.com/ja
http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG100J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS981J.pdf
http://cdn.gowinsemi.com.cn/DS1239J.pdf
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用語、略語 正式名称 意味 

PCS Physical Coding Sublayer 物理符号化副層 

PDU Protocol Data Unit 
プロトコル・データ・ユニッ

ト 

PMA Physical Medium Attachment 物理媒体接続副層 

SCP Start of Channel PDU チャネル PDUの開始 

UFC User Flow Control ユーザーフロー制御 

1.4 テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供してい

ます。使用に関するご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わ

せください。 

ホームページ：www.gowinsemi.com/ja 

E-mail：support@gowinsemi.com 

https://www.gowinsemi.com/ja
mailto:support@gowinsemi.com
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2機能の紹介 

2.1 概要 

Gowin RoraLink 8B10B IPは、8B/10Bエンコードとデコードを使用す

るスケーラブルで軽量な伝送ソリューションを提供し、使いやすいデータ

インターフェースとフロー制御インターフェースを実装します。 

表 2-1 Gowin RoraLink 8B10B IPの概要 

Gowin RoraLink 8B10B IP 

ロジックリソ

ース 
表 2-2参照 

提供されるファイル 

設計ファイル Verilog (暗号化) 

リファレン

ス・デザイン 
Verilog 

テストベンチ Verilog 

テストおよび設計フロー 

合成ソフトウ

ェア 
GowinSynthesis 

統合開発環境 Gowinソフトウェア(V1.9.10以降) 

注記： 

デバイスのサポート情報は、Gowinセミコンダクターのホームページで確認できます。 

2.2 主な特徴 

 1~8レーンをサポート 

 単方向または全二重をサポート 

 8B/10Bエンコード/デコードをサポート 

 受信チャネル・ボンディングとクロック調整をサポート 

 シリアルデータのスクランブリング/デスクランブリングをサポート 

 ビッグエンディアンまたはリトルエンディアンをサポート 

https://www.gowinsemi.com/en/support/ip/


2機能の紹介 2.3リソース使用量 

 

IPUG1190-1.2J 4(34) 

 

 CRC32または CRC16をサポート 

 使いやすいデータインターフェースとフロー制御インターフェースを

提供 

2.3 リソース使用量 

Gowin RoraLink 8B10B IPは Verilogで実装されます。パフォーマンス

とリソース使用量は、使用されているデバイスの密度、スピードグレード

などにより異なる場合があります。例えば、GW5ATシリーズ FPGAの場

合、Gowin RoraLink 8B10B IPのリソース使用量は表 2-2に示すようにな

ります。 

表 2-2 Gowin RoraLink 8B10B IPのリソース使用量 

Lane 
Width 

Dataflow 
Mode 

Data Width 
Per Lane 

Interface 
Resource Utilization 

REG LUT BSRAM 

1 

Duplex 

2 
Framing 1033 527 2 

Streaming 923 478 2 

4 
Framing 1472 849 2 

Streaming 1134 645 2 

RX-only 
Simplex 

2 
Framing 705 354 2 

Streaming 662 341 2 

4 
Framing 1089 652 2 

Streaming 856 491 2 

TX-only 
Simplex 

2 
Framing 356 132 0 

Streaming 289 100 0 

4 
Framing 408 150 0 

Streaming 301 113 0 

2 

Duplex 

2 
Framing 1805 1010 4 

Streaming 1471 809 4 

4 
Framing 2667 1792 4 

Streaming 1956 1166 4 

RX-only 
Simplex 

2 
Framing 1346 763 4 

Streaming 1115 604 4 

4 
Framing 1979 1479 4 

Streaming 1530 924 4 

TX-only 
Simplex 

2 
Framing 457 183 0 

Streaming 354 145 0 

4 
Framing 681 240 0 

Streaming 415 175 0 
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3機能の説明 

3.1 ブロック図 

Gowin RoraLink 8B10B IPのブロック図は図 3-1に示すとおりです。

SerDes IPには、8B/10Bエンコード/デコードおよび受信チャネル・ボン

ディングを実装する SerDesハードコア部分と、 スクランブリング/デス

クランブリング, リンクの初期化, およびデータの伝送を実装するソフト

コア部分が含まれいます。SerDesモジュールは 8B/10Bエンコードされた

データを伝送します。ユーザーは 1～8レーンを使用して 1チャネルのデ

ータ伝送を実装できます。 

図 3-1ブロック図 

SerDes

（Hard Core)

Lane 1

Lane n

SerDes IP

RoraLink 8B10B IPUser Logic

Gowin FPGA

Control

Interface

TX Data

RX Data

Channel

 

3.2 動作周波数 

Gowin RoraLink 8B10B IPの動作周波数は、SerDesのラインレートお

よび GUI上の Data Width Per Laneオプションに関係しています。 

 GUI上の Data Width Per Laneオプションで「2」バイトが選択されて

いる場合、動作周波数は clock=line rate/20bitsになります。たとえば、

単一レーンのラインレートが 3.125Gbpsの場合、動作クロック周波数

は 3.125Gbps/20bits=156.25MHzです。 

 GUI上の Data Width Per Laneオプションで「4」バイトが選択されて
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いる場合、動作周波数は clock=line rate/40bitsになります。たとえば、

単一レーンのラインレートが 3.125Gbpsの場合、動作クロック周波数

は 3.125Gbps/40bits=78.125MHzです。 

3.3 動作原理 

Gowin RoraLink 8B10B IPの構造は図 3-2に示すとおりです。各モジ

ュールの機能： 

 Global Control：グローバル制御モジュール。IPの SerDesチャネル、

IPの初期化、リンクの監視、リセットなどを管理します。 

 データ送信方向：IPは、ユーザーが入力したデータに対して、データ

処理とフロー制御、スクランブリング、8B10Bエンコードを実行し、

データを送信します。 

- TX Channel Encode：ユーザーデータ、フロー制御データなどのデ

ータを処理します(インターフェース変換、フロー制御、ビッグエ

ンディアン/リトルエンディアン変換、CRCフィールドの追加など

を含む)。CRCの計算式は、GUI上の Data Width Per Laneオプシ

ョンに関係しています。GUI上の Data Width Per Laneオプション

で「2」バイトが選択されている場合、CRC16の計算式：G (X) = X16 

+X12 +X5 +1。GUI上の Data Width Per Laneオプションで「4」バ

イトが選択されている場合、CRC32の計算式：G (X) = X32 +X26 

+X23 +X22+ X16+ X12 +X11 +X10 +X8 +X7 +X5 +X4 +X2 +X +1。 

- TX Symbol Encode：TX Channel Encodeで出力されたデータは複

数のレーン(Lane)に入力され、これらのデータに制御記号が追加さ

れます。 

- TX Scrambler：送信スクランブリング・モジュール。式 G (X)= X16 

+X5 +X4 +X3+1を使用してデータをスクランブリングします。デー

タのスクランブリングのみが実行されます。 

 データ受信方向：IPは、SerDesからデータを受信し、ギアボックス

(Gearbox)処理、受信ブロック同期、受信デスクランブリング、受信ク

ロック補償(Clock Compensation)、受信チャネル・ボンディング

(Channel Bonding)、データ処理を実行してユーザーに送信します。 

- RX Descrambler：受信デスクランブリング・モジュール。データ

のデスクランブリングのみが実行されます。 

- RX CTC：受信クロック調整モジュール。 

- RX Symbol Decode：制御記号を受信して処理します。 

- RX Channel Decode：受信データを処理してユーザーに送信しま

す。データ処理には、CRCフィールドの削除、ビッグエンディア

ン/リトルエンディアン変換、インターフェース変換などが含まれ

ます。 
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図 3-2構造 
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3.4 ユーザーインターフェース 

Gowin RoraLink 8B10Bが提供するユーザー側インターフェースの説

明は、次のとおりです。 

 クロック・インターフェース：ユーザーはこのインターフェースを介

して IPコアの動作クロックを入力します 

 リセット・インターフェース：ユーザーはこのインターフェースを介

して IPコアをリセットすることができます。また、IPはこのインター

フェースを介してユーザー側モジュールにリセット信号を出力します 

 データ送信インターフェース：ユーザーはこのインターフェースを介

してデータを送信します 

 データ受信インターフェース：ユーザーはこのインターフェースを介

してデータを受信します 

 送信方向フロー制御(Native Flow Control，NFC) インターフェース：

ユーザーが NFCを実行するための送信インターフェース。受信側で

データ伝送速度を制御するために使用されます 

 受信方向 NFCインターフェース：ユーザーが NFCを実行するための

受信インターフェース 

 送信方向フロー制御(User Flow Control，UFC) インターフェース：ユ

ーザーが UFCを実行するための送信インターフェース。高優先度の制

御メッセージを送信するために使用されます 

 受信方向 UFCインターフェース：ユーザーが UFCを実行するための

受信インターフェース 

 状態インターフェース：IP内部エラー状態、レーン・アップ状態、チ

ャネル・アップ状態、および CRCチェック状態が含まれます 

 SerDes関連インターフェース：SerDesリセットおよび SerDes状態

インターフェース 
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3.5 ポート一覧 

Gowin RoraLink 8B10B IPのポート図は図 3-3に示すとおりです。 

図 3-3 Gowin RoraLink 8B10B IPのポート図 
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表 3-1 Gowin RoraLink 8B10B IPのポート一覧 

ポート名 I/O 幅(ビット) 説明 

クロックとリセット 

reset_i 入力 1 入力リセット信号、アクティブ High。 

user_clk_i 入力 1 
入力動作クロック。クロック周波数については 3.2

動作周波数を参照してください。 

init_clk_i 入力 1 入力ローカル水晶発振器 50MHzクロック 

user_pll_locked_i 入力 1 
入力動作クロックの対応する PLLロック状態。ア

クティブ High 

link_reset_o [3] 出力 1 受信リンクのリセット信号、アクティブ High 

sys_reset_o 出力 1 システム・リセット信号、アクティブ High 

ユーザーデータ送信インターフェース 

user_tx_data_i[2] 入力 
[(8n[1]-1):0]or 

[0:(8n[1]-1)] 
送信ユーザーデータ 

user_tx_valid_i[2] 入力 1 送信ユーザーデータ有効の指示。アクティブ High。 

user_tx_ready_o[2] 出力 1 

送信ユーザーデータのハンドシェイク信号。

user_tx_ready_oが High、user_tx_valid_iが High

の場合、バス上のデータは有効です。 

user_tx_strb_i[2] 入力 

[(n[1]-1):0] 

or 

[0:(n[1]-1)] 

送信ユーザー・データ・フレームの最後のバイト

のストローブ。たとえば、user_tx_strb_iが 8'h1f

の場合、対応する user_tx_data_i[39:0]データが有

効で、user_tx_data_i[63:40]データが無効です。こ

の信号は、user_tx_valid_iが High、

user_tx_ready_oが High、および user_tx_last_i

が Highの場合にのみ有効です。 

注記：このポートは、構成画面上で「Interface」

オプションが「Framing」として構成された場合に

のみ有効です。 

user_tx_last_i[2] 入力 1 

送信ユーザー・データ・フレーム最後有効の指示。

データ・フレームの最後を示します。

user_tx_ready_oが High、user_tx_valid_iが High、

user_tx_last_iが Highの場合、バス上のデータは

各フレームの最後のデータです。 

注記：このポートは、構成画面上で「Interface」

オプションが「Framing」として構成された場合に

のみ有効です。 

ユーザーデータ受信インターフェース 

user_rx_data_o[3] 出力 
[(8n[1]-1):0]or 

[0:(8n[1]-1)] 
受信ユーザーデータ 

user_rx_valid_o[3] 出力 1 受信ユーザーデータ有効の指示。アクティブ High。 

user_rx_strb_o[3] 出力 

[(n[1]-1):0] 

or 

[0:(n[1]-1)] 

受信ユーザー・データ・フレームの最後のバイト

のストローブ。たとえば、user_rx_strb_oが 8'h1f

の場合、対応する user_rx_data_o[39:0]データが有

効で、user_rx_data_o[63:40]データが無効です。

この信号は、user_rx_valid_oが High、および
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ポート名 I/O 幅(ビット) 説明 

user_rx_last_oが Highの場合にのみ有効です。 

注記：このポートは、構成画面上で「Interface」

オプションが「Framing」として構成された場合に

のみ有効です。 

user_rx_last_o[3] 出力 1 

受信ユーザー・データ・フレーム最後有効の指示。

データ・フレームの最後を示します。

user_rx_valid_oが High、user_rx_last_oが High

の場合、バス上のデータは各フレームの最後のデ

ータです。 

注記：このポートは、構成画面上で「Interface」

オプションが「Framing」として構成された場合に

のみ有効です。 

Native Flow Controlフロー制御送信インターフェース 

user_tx_nfc_req_i [2][4] 入力 1 送信方向 NFC要求信号。アクティブ High。 

user_tx_nfc_nb_i [2][4] 入力 [3:0] or [0:3] 

送信方向 NFCデータ。NFCメッセージの受信後に

パートナーが送信すべき PAUSE文字の数を示し

ます。 

user_tx_nfc_ack_o [2][4] 出力 1 

送信方向 NFCハンドシェイク信号。

user_tx_nfc_ack_oと user_tx_nfc_req_iがHighで

あることは、バス上のデータが有効であることを

示します。 

Native Flow Controlフロー制御受信インターフェース 

user_rx_nfc_fc_nb_o 
[3][4] 

出力 [3:0] or [0:3] 
受信方向 NFCデータ。受信した PAUSE値を示し

ます。 

user_rx_nfc_snf_o [3][4] 出力 1 
受信方向 NFCデータ有効の指示。アクティブ

High。 

User Flow Controlフロー制御送信方向インターフェース 

user_ufc_tx_req_i [2][5] 入力 1 送信 UFCデータ要求信号。アクティブ High。 

user_ufc_tx_ms_i [2][5] 入力 [2:0] or [0:2] 
送信 UFCデータ。UFCメッセージのサイズを指定

するために使用されます。 

user_ufc_tx_ack_o [2][5] 出力 1 

送信 UFCデータのハンドシェイク信号、アクティ

ブ High。user_ufc_tx_ack_oが High、

user_ufc_tx_req_iが Highの場合、バス上のデータ

は有効です。 

User Flow Controlフロー制御受信方向インターフェース 

user_ufc_rx_data_o 
[3][5] 

出力 
[(8n[1]-1):0]or 

[0:(8n[1]-1)] 
受信 UFCデータ。最大幅は 128ビット。 

user_ufc_rx_strb_o [3][5] 出力 
[(n[1]-1):0]or 

[0:(n[1]-1)] 

受信 UFCデータ・フレームの最後のバイトのスト

ローブ。たとえば、user_ufc_rx_strb_oが 8'h1fの

場合、対応する user_ufc_rx_data_o[39:0]データが

有効で、user_ufc_rx_data_o[63:40]データが無効で

す。この信号は、user_ufc_rx_valid_oと

user_ufc_rx_last_oの両方が Highの場合にのみ有

効です。 
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ポート名 I/O 幅(ビット) 説明 

user_ufc_rx_last_o [3][5] 出力 1 

受信ユーザー・データ・フレーム最後有効の指示。

各 UFCデータ・フレームの最後を示します。

user_ufc_rx_valid_oと user_ufc_rx_last_oの両方

が Highの場合、バス上のデータは各フレームの最

後のデータです。 

user_ufc_rx_valid_o 
[3][5] 

出力 1 受信 UFCデータ有効の指示。アクティブ High。 

CRC状態インターフェース 

crc_pass_fail_n_o[6] 出力 1 

CRCの状態。crc_valid_oが Highで

crc_pass_fail_n_oが Lowであることは、現在の

CRCチェックにエラーがあることを示します。

crc_valid_oが Highで crc_pass_fail_n_oが High

であることは、現在の CRCチェックにエラーがな

いことを示します。 

crc_valid_o[6] 出力 1 CRCチェック状態有効の指示。アクティブ High。 

状態インターフェース 

hard_err_o 出力 1 

Hard errorの指示。Highレベルはリンクで Hard 

errorが発生したことを示します。IPがリセットさ

れるまで 1'b0にリセットされません。 

soft_err_o[3] 出力 1 
Soft errorの指示。Highレベルは、現在の受信リン

クに Soft errorがあることを示します。 

frame_err_o[3] 出力 1 

フレーム・エラーの指示。Highレベルは現在のフ

レームの構造エラーを示します。 

注記：このポートは、構成画面上で「Interface」

オプションが「Framing」として構成された場合に

のみ有効です。 

channel_up_o 出力 1 

チャネル・アップ状態の指示。アクティブ High。

Highレベルはチャネル・アップが成功したことを

示します。 

lane_up_o 出力 [(m[7]-1):0] 

レーン・アップ状態の指示。アクティブ High。High

レベルはレーン・アップが成功したことを示しま

す。 

Sidebandsインターフェース 

rx_aligned_o[3][9] 出力 1 
受信チャネルがレーンの初期化を完了したことを

示します 

rx_bonded_o[3][9] 出力 1 
受信チャネルがチャネル・ボンディングを完了し

たことを示します 

rx_verify_o[3][9] 出力 1 受信チャネルが検証を完了したことを示します 

rx_reset_o[3][9] 出力 1 
受信チャネルが送信側の初期化を再開する必要が

あることを示します 

tx_aligned_i[2][9] 入力 1 
通常、パートナーの rx_aligned_oに直接接続され

ます。 

tx_bonded_i[2][9] 入力 1 
通常、パートナーの rx_bonded_oに直接接続され

ます。 
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ポート名 I/O 幅(ビット) 説明 

tx_verify_i[2][9] 入力 1 
通常、パートナーの rx_verify_oに直接接続されま

す。 

tx_reset_i[2][9] 入力 1 
通常、パートナーの rx_reset_oに直接接続されま

す。 

ユーザー側の SerDes制御関連インターフェース 

gt_reset_i 入力 1 

SerDesチャネル・リセット信号。アクティブ High。

IPに対応するすべてのレーンを同時にリセットし

ます。 

gt_pll_ok_o 出力 1 
SerDes PLLロック状態。Highはクロックロック

を示します。 

gt_pcs_tx_clk_o [2] 出力 [(m[7]-1):0] 
SerDes PCS層の送信方向クロック。各レーンは

1bitクロックに対応します。 

gt_pcs_tx_reset_i [2] 入力 1 

SerDes PCS層の送信方向リセット、アクティブ

High。IPに対応するすべてのレーンを同時にリセ

ットします。 

gt_pcs_rx_reset_i [3] 入力 1 

SerDes PCS層の受信方向リセット、アクティブ

High。IPに対応するすべてのレーンを同時にリセ

ットします。 

gt_rx_align_link_o [3] 出力 [(m[7]-1):0] 

SerDesチャネル・アライメント状態。Highレベル

は正常なリンクを示します。各レーンは 1ビット

に対応します。 

gt_rx_pma_lock_o [3] 出力 [(m[7]-1):0] 

SerDesチャネル受信 PMA層ロック状態。Highレ

ベルは正常なリンクを示します。各レーンは 1ビ

ットに対応します。 

gt_pcs_rx_clk_o [3] 出力 [(m[7]-1):0] 
SerDes PCS層の受信方向クロック。各レーンは 1

ビットクロックに対応します。 

gt_rx_k_lock_o [3] 出力 [(m[7]-1):0] 

SerDes受信 Kキャラクタ同期の指示。Highレベ

ルは、受信 Kキャラクタ同期が正常であることを

示します。各レーンは 1ビットに対応します。 

動的構成インターフェース 

user_drp_clk_o[10] 出力 1 DRPインターフェースのクロック 

user_drp_addr_i[10] 入力 24 
動的構成のアドレス。user_drp_clk_oと同期しま

す。 

user_drp_wren_i[10] 入力 1 
動的構成の書き込みイネーブル。user_drp_clk_o

と同期します。アクティブ High。 

user_drp_wrdata_i[10] 入力 32 
動的構成の書き込みデータ。user_drp_clk_oと同

期します。 

user_drp_strb_i[10] 入力 8 

動的構成の書き込みデータのストローブ信号。

user_drp_clk_oと同期します。アクティブ High。

書き込みの場合に 8'hffにセットする必要がありま

す。 

user_drp_rden_i[10] 入力 1 
動的構成の読み出しイネーブル。user_drp_clk_o

と同期します。アクティブ High。 
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ポート名 I/O 幅(ビット) 説明 

user_drp_ready_o[10] 出力 1 
動的構成の書き込み完了の指示。user_drp_clk_o

と同期します。アクティブ High。 

user_drp_rdvld_o[10] 出力 1 
動的構成の読み出しデータ有効の指示。

user_drp_clk_oと同期します。アクティブ High 

user_drp_rddata_o[10] 出力 32 
動的構成の読み出しデータ。user_drp_clk_oと同

期します。 

user_drp_resp_o[10] 出力 1 Reserved 

SerDesハードコアインターフェース 

SerDes_* – – 

SerDes_で始まる信号は、RoraLink 8B10B IPと

SerDesハードコアの接続信号であり、EDAによっ

て自動的に接続されるため、無視しても構いませ

ん。 

注記： 

 [1] n=レーン数 x Data Width Per Lane。たとえば、レーン数が 2で、GUI上の Data 

Width Per Laneオプションでは「4」バイトが選択されている場合、n=2x4=8。 

 [2] GUIの Dataflow Modeオプションが「RX-only Simplex」の場合、IPにはこのポー

トがありません。 

 [3] GUIの Dataflow Modeオプションが「TX-only Simplex」の場合、IPにはこのポー

トがありません。 

 [4] GUIの Flow Controlオプションが「None」、「UFC」の場合、IPにはこのポートが

ありません。 

 [5] GUIの Flow Controlオプションが「None」、「Immediate NFC」、「Completion NFC」

の場合、IPにはこのポートがありません。 

 [6] GUIの CRCオプションがチェックされていない場合、IPにはこのポートがありま

せん。 

 [7] mはレーン数を示します。 

 [8]バス・データはビッグ・エンディアン形式とリトル・エンディアン形式の両方をサ

ポートします。GUIの Little Endian Supportオプションがチェックされている場合、

信号はリトル・エンディアン形式の[N:0]になります。GUIの Little Endian Support

オプションがチェックされている場合、信号はビッグ・エンディアン形式の[0:N]に

なります。 

 [9] GUI上の Bank Channelオプションで「Sidebands」が選択された場合にのみ、IP

にはこのポートがあります。 

 [10] GUI上の DRP Portsオプションがチェックされていない場合、IPにはこのポート

がありません。 

3.6 ユーザーインターフェースのタイミング 

3.6.1 ユーザーデータ送信インターフェースのタイミング図 

Gowin RoraLink 8B10B IPは、フレーム・データまたはストリーミン

グ・データを送信できるユーザーデータ送信インターフェースを提供しま

す。 

フレーム・データでは、フレームの開始として 2バイトの

SCP(/K28.2/K27.7/)文字、フレームの終了として 2バイトの

ECP(/K29.7/K30.7/)文字が使用されます。送信するデータがない場合には、
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IPは自動的にアイドル・シーケンスを挿入します。送信されたデータ・フ

レームの長さが偶数バイトではない場合、IPはフレームの最後にパディン

グ文字を挿入します。フレーム・データ送信方向インターフェースのタイ

ミングを図 3-4に示します。user_tx_data_iはデータ・ブロックの転送に

使用されます。 データは、user_tx_valid_iと user_tx_ready_oの両方が

Highの時に有効です。user_tx_last_iはフレーム・データの末尾を示しま

す。user_tx_strb_iは user_tx_last_i、user_tx_valid_i、user_tx_ready_oが

全て Highの時にのみ有効で、 user_tx_strb_iはフレーム末尾データのバ

イト・イネーブルを示します。IPは、内部でフレーム・データ間にフレー

ムの開始、フレームの終了、およびフレーム間ギャップを挿入します。ユ

ーザーが GUIで CRCをチェックした場合、IPは内部でフレームの末尾に

CRCフィールドを追加します。 

図 3-4フレーム・データ送信方向インターフェースのタイミング図 

 
 

ストリーミング・データの転送にはフレーム・セパレータがないため、

転送が簡単になり、リソースの使用率が低くなります。データ送信方向イ

ンターフェースのタイミングを図 3-5に示します。user_tx_data_iはデー

タ・ブロックの転送に使用されます。データは、user_tx_valid_iと

user_tx_ready_oの両方が Highの時に有効です。 

図 3-5ストリーミング・データ送信方向インターフェースのタイミング図 

 

3.6.2 ユーザーデータ受信インターフェースのタイミング図 

Gowin RoraLink 8B10B IPは、フレーム・データまたはストリーミン

グ・データを送信できるユーザーデータ受信インターフェースを提供しま

す。データを受信した後、IPはデータ内の制御文字を処理し、残りのデー

タを受信インターフェースを介してユーザーに送信します。アプリケーシ

ョンでデータの受信にフロー制御が必要な場合は、UFCまたは NFCイン

ターフェースで制御できます。 

   フレーム・データ受信方向インターフェースのタイミングを図 3-6に示
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します。user_rx_data_oはデータ・ブロックの転送に使用されます。 デ

ータは、user_rx_valid_oが Highの時に有効です。user_rx_last_oはフレ

ーム・データの末尾を示します。user_rx_strb_oは user_rx_last_oと

user_rx_valid_oが両方とも Highの時にのみ有効で、 user_rx_strb_oはフ

レーム末尾データのバイト・イネーブルを示します。 

図 3-6フレーム・データ受信方向インターフェースのタイミング図 

 

 

ストリーミング・データ受信方向インターフェースのタイミングを図

3-7に示します。user_rx_data_oはデータ・ブロックの転送に使用されま

す。データは、user_rx_valid_oが Highの時に有効です。 

図 3-7ストリーミング・データ受信方向インターフェースのタイミング図 

 

3.6.3 NFCフロー制御インターフェースのタイミング図 

Gowin RoraLink 8B10B IPは、NFC要求メッセージを送信側に送信す

るために使用される NFC(Native Flow Control)フロー制御インターフェー

スを提供します。NFCは、受信側のデータレートを制御して FIFOのオー

バーフローを防ぐために使用されます。 

NFCデータの意味を表 3-2に示します。user_tx_nfc_nb_iの値は、NFC

メッセージの受信後にパートナーが送信すべき PAUSE文字の数を示しま

す。XONはリンクがデータを正常に送信することを示し、XOFFはリンク

が PAUSE文字のみを送信し続けることを示します。 

表 3-2 NFCデータの意味 

user_tx_nfc_nb_i PAUSE文字の数 

4’b0000 0（XON） 

4’b0001 2 

4’b0010 4 

4’b0011 8 

4’b0100 16 

4’b0101 32 
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user_tx_nfc_nb_i PAUSE文字の数 

4’b0110 64 

4’b0111 128 

4’b1000 256 

4’b1001~4’b1110 Reserved 

4’b1111 XOFF 

 

NFC送信方向インターフェースのタイミングは図 3-8に示すとおりで

す。 user_tx_nfc_nb_iデータは、user_tx_nfc_req_iと user_tx_nfc_ack_o

が同時に Highの場合に有効になり、これと同時に NFCデータの送信のた

めに user_tx_ready_oが 1サイクルの間 Lowにプルダウンされます。 

図 3-8 NFC送信方向インターフェースのタイミング図 

 
  

NFC受信方向インターフェースのタイミングは図 3-9に示すとおりで

す。 パートナーから送信された NFCメッセージを受信した後、IPは対応

するサイクル数の間 user_tx_ready_oを Lowにプルダウンして、PAUSE

文字を送信します。 

図 3-9 NFC受信方向インターフェースのタイミング図 
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3.6.4 UFCフロー制御インターフェースのタイミング図 

Gowin RoraLink 8B10B IPは、UFC(User Flow Control)フロー制御イ

ンターフェースを提供します。UFCフロー制御インターフェースは、送信

方向と受信方向で構成されています。 

UFCデータの意味は表 3-3に示すとおりです。user_ufc_tx_ms_iの値

は、UFCメッセージのサイズに対応します。 

表 3-3 UFCデータの意味 

user_ufc_tx_ms_i UFCメッセージのサイズ（Bytes） 

3’b000 2 

3’b001 4 

3’b010 6 

3’b011 8 

3’b100 10 

3’b101 12 

3’b110 14 

3’b0111 16 

 

UFCフロー制御送信方向インターフェースのタイミングを図 3-10に

示します。送信 UFC要求を開始するには、user_ufc_tx_req_i信号を High

にする必要があります。user_ufc_tx_ms_iは、UFCメッセージのサイズを

表します。user_ufc_tx_ms_iは、user_ufc_tx_req_iと user_ufc_tx_ack_o

の両方が Highの場合に有効です。user_tx_data_iは、user_ufc_tx_ack_o

が Highになった後の次のクロックサイクルで UFCデータの送信を開始し

ます。UFCデータは中断なく連続している必要があります。UFCデータ

の長さは、user_ufc_tx_ms_iに対応する UFCメッセージのサイズに関係

しています。 

図 3-10 UFC送信方向インターフェースのタイミング図 

 
 

UFC受信方向インターフェースのタイミングを図 3-11に示します。

user_ufc_rx_data_oは、user_ufc_rx_valid_oが Highの時に有効です。

user_ufc_rx_strb_oは、user_ufc_rx_data_oデータのバイト・ストローブ
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信号です。Highレベルの user_ufc_rx_last_oは、UFCデータ・フレーム

の末尾を示します。 

図 3-11 UFCフロー制御受信方向インターフェースのタイミング図 

 

3.6.5 CRCインターフェースのタイミング図 

Gowin RoraLink 8B10B IPは、CRCチェックの結果を示す CRCイン

ターフェースを提供します。CRCチェックのタイミングを図 3-12に示し

ます。データ・フレームの末尾で、crc_valid_oが 1クロックサイクルの間

Highになり、この場合に crc_pass_fail_n_oが有効です。Highレベルの

crc_pass_fail_n_oは CRCチェックにエラーがないことを示し、Lowレベ

ルの crc_pass_fail_n_oは CRCチェックにエラーがあることを示します。 

図 3-12 CRCインターフェースのタイミング図 
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4GUIでの構成 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorを使用して、Gowin RoraLink 

8B10B IPを呼び出して構成できます。 

1. SerDes IPを開く 

プロジェクトが作成された後、Tools > IP Core Generatorをクリック

して、Gowinの IPコア生成ツールを開きます。次に、Soft IP Coreディレ

クトリにある SerDesをダブルクリックして SerDes IPを開きます。 

図 4-1 SerDes IPの構成画面 
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2. RoraLink 8B10B IPを開く 

「SerDes」を開いた後、「Protocol」のドロップダウン・リストから

「RoraLink 8B10B」を選択し、「Create」をクリックして RoraLink 8B10B 

IPの構成画面を開きます。 

図 4-2 Gowin RoraLink 8B10B IPの構成画面 

 
 

3. RoraLink 8B10B IPを構成 

RoraLink 8B10B IPの構成画面には、図 4-3、図 4-4、および図 4-5に

示すように、「Core Configuration」、「SerDes Configuration」、および「AFE」

タブがあります。「Core Configuration」タブは、リンク層関連のパラメー

タの構成に使用され、「SerDes Configuration」タブは、SerDes関連のパ

ラメータの構成に使用され、「AFE」タブは、SerDesアナログパラメータ

の構成に使用されます。各パラメータの意味を表 4-1に示します。RoraLink 

8B10B IPのパラメータを構成した後、「OK」をクリックします。 

4. SerDes IPの構成を完了 

Serdes IPの画面ですべてのプロトコルの構成を完了した後、「OK」

をクリックして、Serdes IPの生成を完了します。SerDes IPのトップレベ

ル・ファイルでは、RoraLink_8B10B_Top_が先頭に付いた信号が RoraLink 

8B10B IPに関連する信号となります。 
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図 4-3 IPプロトコルの構成画面 
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図 4-4 SerDesの構成画面 
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図 4-5 AFEの構成画面 

 
 

表 4-1 Gowin RoraLink 8B10B IP構成画面におけるパラメータ 

パラメータ名 範囲 
デフォルト

値 
説明 

Core Configuration 

Dataflow Mode 

Duplex、RX-only 

Simplex、TX-only 

Simplex 

Duplex 単方向または全二重を選択します 

Interface Framing、Streaming Framing 
送信するデータがフレーム・データかスト

リーミング・データかを選択します 

Flow Control 

None、UFC、Immediate 

NFC、Completion NFC、

UFC+Immediate NFC、
UFC+Completion NFC 

None フロー制御モードを選択します 

Back Channel Sidebands、Timer Sidebands 
GUI上の「Dataflow Mode」オプションが

「RX-only Simplex」または「TX-only 
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パラメータ名 範囲 
デフォルト

値 
説明 

Simplex」の場合にのみ有効です。単方向

モードでの初期化に専用のサイ ドバン ド

信号または内部タイマーを使用するか選択

します。Sidebandsを選択すると、初期化

に専用のサイドバンド信号が使用されま

す。 Timerを選択すると、初期化に内部タ

イマーが使用されます。 

Scrambler/Descr
ambler 

チェックする、チェッ

クしない 

チェックし

ない 

データをスクランブリング/デスクランブ

リングするかどうかを選択します。チェッ

クすると、データはスクランブリング/デス

クランブリングされます。チェックしない

と、データはスクランブリング/デスクラン

ブリングされません。 

Little Endian 
Support 

チェックする、チェッ

クしない 

チェックす

る 

インターフェースがビッグエンディアンで

あるかリトルエンディアンであるかを選択

します。チェックすると、インターフェー

スはリトルエンディアン・モードになりま

す。 

CRC 
チェックする、チェッ

クしない 

チェックし

ない 

CRCチェックを有効にするかを選択しま

す。チェックすると、CRCチェックは有効

になります。 

SerDes Configuration 

Data Width Per 
Lane 

2、4 2 
各レーンのデータ幅(16ビットまたは32ビ

ット)を選択します。 

Number of Lanes 
1、2、3、4、5、6、7、
8 

1 IPのレーン数を選択します。 

Channel0 
Selection 

Q0 Lane0、Q0 Lane1、

Q0 Lane2、Q0 Lane3、

Q1 Lane0、Q1 Lane1、

Q1 Lane2、Q1 Lane3、 

Q0 Lane0 

1番目の SerDesチャネルに対応するレー

ンを選択しますQ0/Q1はSerDesの 2つの

Quadに対応します。Lane0、Lane1、Lane2、

Lane3は SerDesの各 Quadの 4つのレー

ンです。 

注記：GUIで選択できるレーンの数は、

「Lane Width」オプションに関連付けられ

ています。 

Channel1 
Selection 

Q0 Lane0、Q0 Lane1、

Q0 Lane2、Q0 Lane3、

Q1 Lane0、Q1 Lane1、

Q1 Lane2、Q1 Lane3、 

Q0 Lane1 

2番目の SerDesチャネルに対応するレー

ンを選択しますQ0/Q1はSerDesの 2つの

Quadに対応します。Lane0、Lane1、Lane2、

Lane3は SerDesの各 Quadの 4つのレー

ンです。 

Channel2 
Selection 

Q0 Lane0、Q0 Lane1、

Q0 Lane2、Q0 Lane3、

Q1 Lane0、Q1 Lane1、

Q1 Lane2、Q1 Lane3、 

Q0 Lane2 

3番目の SerDesチャネルに対応するレー

ンを選択しますQ0/Q1はSerDesの 2つの

Quadに対応します。Lane0、Lane1、Lane2、

Lane3は SerDesの各 Quadの 4つのレー

ンです。 

Channel3 Q0 Lane0、Q0 Lane1、 Q0 Lane3 4番目の SerDesチャネルに対応するレー
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パラメータ名 範囲 
デフォルト

値 
説明 

Selection Q0 Lane2、Q0 Lane3、

Q1 Lane0、Q1 Lane1、

Q1 Lane2、Q1 Lane3、 

ンを選択しますQ0/Q1はSerDesの 2つの

Quadに対応します。Lane0、Lane1、Lane2、

Lane3は SerDesの各 Quadの 4つのレー

ンです。 

Channel4 
Selection 

Q0 Lane0、Q0 Lane1、

Q0 Lane2、Q0 Lane3、

Q1 Lane0、Q1 Lane1、

Q1 Lane2、Q1 Lane3、 

Q1 Lane0 

5番目の SerDesチャネルに対応するレー

ンを選択しますQ0/Q1はSerDesの 2つの

Quadに対応します。Lane0、Lane1、Lane2、

Lane3は SerDesの各 Quadの 4つのレー

ンです。 

Channel5 
Selection 

Q0 Lane0、Q0 Lane1、

Q0 Lane2、Q0 Lane3、

Q1 Lane0、Q1 Lane1、

Q1 Lane2、Q1 Lane3、 

Q1 Lane1 

6番目の SerDesチャネルに対応するレー

ンを選択しますQ0/Q1はSerDesの 2つの

Quadに対応します。Lane0、Lane1、Lane2、

Lane3は SerDesの各 Quadの 4つのレー

ンです。 

Channel6 
Selection 

Q0 Lane0、Q0 Lane1、

Q0 Lane2、Q0 Lane3、

Q1 Lane0、Q1 Lane1、

Q1 Lane2、Q1 Lane3、 

Q1 Lane2 

7番目の SerDesチャネルに対応するレー

ンを選択しますQ0/Q1はSerDesの 2つの

Quadに対応します。Lane0、Lane1、Lane2、

Lane3は SerDesの各 Quadの 4つのレー

ンです。 

Channel7 
Selection 

Q0 Lane0、Q0 Lane1、

Q0 Lane2、Q0 Lane3、

Q1 Lane0、Q1 Lane1、

Q1 Lane2、Q1 Lane3、 

Q1 Lane3 

8番目の SerDesチャネルに対応するレー

ンを選択しますQ0/Q1はSerDesの 2つの

Quadに対応します。Lane0、Lane1、Lane2、

Lane3は SerDesの各 Quadの 4つのレー

ンです。 

Loopback Mode 
OFF、LB_NES、

LB_FES、LB_ENC 
OFF 

SerDesループバックモードの選択： 

 OFF(つまり Normalモード)：SerDes

データの送受信が正常に行われること

を示します。 

 LB_NES(SerDesセルフループバッ

ク)：SerDesの近端 PMA送信側から

データを近端 PMA受信側にループバ

ックします。 

 LB_ENC(SerDesセルフループバッ

ク)：SerDesの近端 PCS送信側からデ

ータを近端 PCS受信側にループバッ

クします。 

 LB_FES(SerDes外部ループバック)：

SerDesの受信側からデータを送信側

にループバックします。 

Line Rate 手入力 
3.1250Gbp
s 

希望する SerDesラインレートを入力しま

す。PLLとして QPLL0または CPLLを選

択した場合、SerDesの理論上のラインレ

ート範囲は 0.85G ～ 12.5Gです。PLLと

して QPLL1を選択した場合、SerDesの理

論上のラインレート範囲は 0.95G ～ 

12.5Gです。ただし、実際に達成できるパ
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パラメータ名 範囲 
デフォルト

値 
説明 

フォーマンスはプロジェクトのタイミング

によって異なります。たとえば、CRC機能

を選択した場合、またはチャンネル数が多

い（データ幅が大きい）場合、タイミング

違反により実行可能な最大レートが低下し

ます。 

Reference Clock 
Source 

 GW5AST-138/GW
5AT-138/GW5AT-7

5の場合 

Q0 REFCLK0、Q0 

REFCLK1、Q1 

REFCLK 0、Q1 

REFCLK 1 

 GW5AT-60の場合 

Q0 REFCLK0、 

Q0 REFCLK1、 

Q0 REFCLK2、 

Q0 REFCLK3、 

SERDES 

Q0CLKIN0、 

SERDES 

Q0CLKIN1、 

SERDES 

Q0CLKIN2、 

SERDES Q0CLKIN3 

Q0 
REFCLK0 

 GW5AST-138/GW5AT-138/GW5AT-7

5の場合 

高速トランシーバーのリファレンス・クロ

ックの選択。Q0/Q1は SerDesの 2つの

Quadに対応します。REFCLK0および

REFCLK1は、SerDesの各 Quadの 2つの

入力リファレンス・クロックに対応します。

ユーザーは、アプリケーションに応じて入

力リファレンス・クロックを選択できます。 

 GW5AT-60の場合 

高速トランシーバーのリファレンス・クロ

ックの選択。Q0REFCLK0、Q0REFCLK1、

Q0REFCLK2、および Q0REFCLK3は、

Quad0の 4つの入力リファレンス・クロ

ックに対応します。 

SERDES Q0CLKIN0、SERDES 

Q0CLKIN1、SERDES Q0CLKIN2、および

SERDES Q0CLKIN3は、専用 GPIOピン経

由の入力リファレンス・クロックに対応し

ます。選択可能な入力リファレンス・クロ

ックはパッケージによって異なります。 

Reference Clock 
Frequency 

手入力 125M 

高速トランシーバーのリファレンス・クロ

ックの周波数。Gowinソフトウェアは、入

力したラインレートに基づいて、推奨リフ

ァレンス・クロック周波数を自動的に計算

します。ユーザーは、この周波数をカスタ

マイズするか、Gowinソフトウェアによっ

て生成される周波数を選択することができ

ます。「Calculate」ボタンをクリックして

周波数が正しいかどうかを確認できます。 

PLL Selection QPLL0 、QPLL1、CPLL CPLL PLLの選択 

DRP Ports 
チェックする、チェッ

クしない 

チェックし

ない 

チェックする：DRP機能を有効にします。

チェックしない：DRP機能を無効にしま

す。 

Channel Bonding 

Master Channel 
Selection 

選択されている Lane 選択されて

いる最初の
Lane 

受信 Channel Bonding のマスターチャネル

を選択します 

Read Start Depth 3~28 8 データボンディング後、このモジュールの、

読み出しが開始するデータ深さを構成しま
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パラメータ名 範囲 
デフォルト

値 
説明 

す。 

Clock Source quad、lane quad チャネル・ボンディングのクロック・ソー

スを選択します 

RX Clock Correction 

CTC Selection SerDes、Fabric SerDes Clock Correctionモジュールを選択します 

 SerDes：SerDesハードコアで Clock 

Correctionを実装します 

 Fabric：Fabric側のソフトコアで Clock 

Correctionを実装します 

Read Start Depth 3~28 8 データ調整後、このモジュールの、読み出

しが開始するデータ深さを構成します 

Sequence Period 4~31 11 プロトコルでクロック補正コード（Clock 

Correctionコード）を送信する時間間隔を設

定します 

AFE 

Differential Swing 100mV~900mV 900mV 
送信差動信号のスイング Vdiffppを構成し

ます。Vdiffpp=2xVdiff 

FFE Mode Auto、Manual Auto 

送信 FFEモードを構成します。 

Auto：自動モード 

Manual：手動モード 

Cm 0~19 0 送信 FFE pre-cursor 

C0 21~40 40 送信 FFE main-cursor 

C1 0~19 0 送信 FFE post-curosr 

SD Threshold 25mV~200mV 100mV 受信差動信号 SDスレッショルド 

Equalization 
Mode 

Auto、Manual Auto 
Auto：自動モード 

Manual：手動モード 

ATT 0~10 7 

受信中間周波数の減衰を調整するために使

用されます。値が小さいほど減衰が大きく

なります。 

BOOST 0~15 9 

受信高周波数の増幅を調整するために使用

されます。値が大きいほどゲインが大きく

なります。 

BIAS 0~15 7 

SerDes受信信号の増幅パラメータを構成

するために使用されます。値が大きいほど、

信号増幅効果が強くなります。 
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5リファレンス・デザイン 

詳細については、GOWINのホームページにおける RoraLink 8B10B

リファレンス・デザインを参照してください。 

5.1 アプリケーション 

RoraLink 8B10B IPのデータ伝送は単一のレーンまたは複数のレーン

で実装でき、各レーンは 1つの SerDesチャネルに対応します。データ伝

送は全二重または単方向で行うことができます。単一レーンによる単方向

データ伝送を図 5-1に示します。複数レーンによる単方向データ伝送を図

5-2に示します。単一レーンによる全二重データ伝送を図 5-3に示します。

複数レーンによる全二重データ伝送を図 5-4に示します。 

図 5-1単一レーンによる単方向データ伝送 

RoraLink 
8B10B IP
(RX-only 
Simplex)

User Logic

RoraLink 
8B10B IP
(TX-only 
Simplex)

Serial
Lane1

User Logic

Sidebands

 

 

図 5-2複数レーンによる単方向データ伝送 

RoraLink 
8B10B IP
(RX-only 
Simplex)

User Logic

RoraLink 
8B10B IP
(TX-only 
Simplex)

Serial
Lane1

User Logic Serial
LaneN

Sidebands
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図 5-3単一レーンによる全二重データ伝送 
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図 5-4複数レーンによる全二重データ伝送 

RoraLink 
8B10B IP
(Duplex)

User Logic

RoraLink 
8B10B IP
(Duplex)

Serial
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User Logic

Serial
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5.2 Gowin RoraLink 8B10B IPのサンプルプロジェクト 

Gowin RoraLink 8B10B IPリファレンス・デザインには、SerDes IP

モジュール（RoraLink 8B10B IPソフトコアを含む）、クロックとリセット、

インターフェース変換モジュール、フレーム生成モジュール、フレーム検

出モジュール、デバッグモジュールが含まれています： 

 UART_to_Bus_Top：UARTシリアルポートを FPGA内部構成バス・イ

ンターフェースに変換します。これにより、レジスタの読み出し/書き

込みとボードレベルのテストが容易になります。 

 Gowin_PLL：シングルボード内部 50MHz水晶発振器に基づいて、構

成モジュールの動作クロックを出力します。 

 reset_gen：システム・リセット信号を生成します。 

 frame_gen：フレーム生成モジュール。 

 frame_check：フレーム検出モジュール。 

 ll_to_axi_reg：AXIインターフェース変換モジュール。 

 axi_to_ll_reg：AXIインターフェース変換モジュール。 

 SerDes_Top：このモジュールには、SerDesハードコアと RoraLink 

8B10B IPソフトコアが含まれています。Gowin EDAツールは自動的

に SerDesハードコアと RoraLink 8B10B IPの接続を完了するため、

ユーザーは SerDes_Topのインターフェースに着目するだけでいいで

す。 
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図 5-5リファレンス・デザイン例の基本構造 
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5.3 リファレンス・デザイン・ボードテスト 

現在提供しているリファレンス・デザインは、単一の RoraLink 8B10B 

IPの SerDesセルフループバック・テストであり、これにより、ユーザー

はドーター・ボードに依存せずに Gowin RoraLink 8B10B IPのインターフ

ェース、タイミング、および機能を素早く理解することができます。 

リファレンス・デザイン・プロジェクト・ボードテストの手順は以下

の通りです： 

 ホームページからプロジェクトをダウンロードし、コンパイルして fs

ファイルを生成します。 

 環境を構築します(図 5-5)。 

 fsファイルをボードにダウンロードします。 

 テスト結果を確認するには 2つの方法があります。 

方法 1：LEDを観察してテスト結果を確認します。 

- LED0(PIN_P20)：常時点灯は、Gowin_PLLがロック状態にあるこ

とを示します。 

- LED1(PIN_R20)：常時点灯は、SerDes内部 PLLがロック状態に

あることを示します。 

- LED2(PIN_R20)：常時点灯は、IP Channelリンクが正常に立ち上

げられていることを示します。 

- LED3(PIN_N22)：常時点灯は、IPが受信したデータがチェックを

パスしたことを示します。 
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方法 2：シリアル・ポート・ツールを介してレジスタを読み出し、リ

ンクの状態とテスト結果を確認します。 

PCはシリアル・ポート・ツールを介してリファレンス・デザインの

レジスタにアクセスできます。環境が構築された後、シリアル・ポート・

ツールに「R 0」と入力すると、レジスタの値が表示されます(図 5-6)。「W 

0 value」と入力すると、valueに対応する値がレジスタに書き込まれ、こ

の時もう一度「R 0」と入力すると、レジスタに書き込まれた値が読み出

されます。 

表 5-1リファレンス・デザインのレジスタ一覧 

アドレス
(Word) 

タ

イ

プ 

幅(ビッ

ト) 
信号名 説明 

0x0 RW [31:0] test_reg 

テスト(用)レジスタ。書き込んでリードバックす

ることにより、レジスタの書き込みおよび読み出

し機能を確認します。 

0x1 

RW [31:4] -- Reserved 

RW [3] reg_rst IPシステム・リセット、アクティブ High。 

RW [2] gt_pcs_rx_rst 
SerDes受信方向 PCSリセット、アクティブ

High。 

RW [1] gt_pcs_tx_rst 
SerDes送信方向 PCSリセット、アクティブ

High。 

RW [0] gt_reset SerDes PMAリセット、アクティブ High。 

0x2~0xf RW [31:0] -- Reserved 

0x10 

RO [24] gt_rx_k_lock 
SerDes受信方向 Kキャラクタ・ロック状態。High

レベルは正常であることを示します。 

RO [16] gt_rx_align_link 
SerDes受信方向ワードアライメント状態。High

レベルは正常であることを示します。 

RO [8] gt_rx_pma_lock 
SerDes受信方向 PMAロック状態。Highレベル

は正常であることを示します。 

RO [1] cfg_pll_lock 構成クロック PLLロック状態 

RO [0] gt_pll_ok SerDes PLLロック状態 

0x11 

RO [31:9] -- Reserved 

RO [8] lane_up 
IPレーン・アップ状態。Highレベルはレーン・

アップが成功したことを示します 

RO [3] channel_up 
IPチャネル・アップ状態。Highレベルはチャネ

ル・アップが成功したことを示します 

RO [2] frame_err 
IPの現在フレーム・エラー状態。Highレベルは

現在のフレームにエラーがあることを示します 

RO [1] soft_err 
IP Soft error状態。Highレベルは、エラーがある

ことを示します 

RO 
[0] 

hard_err 
IP Hard error状態。Highレベルは、エラーがあ

ることを示します 

0x12 RO [31:24] frame_count 受信フレームの統計 
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アドレス
(Word) 

タ

イ

プ 

幅(ビッ

ト) 
信号名 説明 

RO [23:16] -- Reserved 

RO [15:8] crc_err_count 受信データ CRCチェック・エラーの統計 

RO [7:0] err_count 受信データ・チェック・エラーの統計 

0x13 

RO 
[31:24] re_channel_up_c

ount 
IP再チャンネル・アップの統計 

RO [23:16] hard_err_cnt IPの hard errorの統計 

RO [15:8] frame_err_count IPの frame errorの統計 

RO [7:0] soft_err_count IPの soft errorの統計 

注記： 

レジスタの読み出しおよび書き込みの定義： 

 ROは読み出し専用を意味します。 

 RWは読み出し/書き込みを意味します。 

 

図 5-6シリアル・ポート・ツールの表示 
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6提供されるファイル 

提供されるファイルには主に、ドキュメント、デザインのソースコー

ド、およびリファレンス・デザインが含まれています。 

6.1 ドキュメント 

フォルダにはユーザーガイド(PDFファイル)があります。 

表 6-1ファイル一覧 

名称 説明 

Gowin RoraLink 8B10B IPユーザーガイド
(IPUG1190) 

即ち、本マニュアル 

6.2 デザインのソースコード(暗号化) 

暗号化コードのフォルダには、GUIで使用される、Gowin RoraLink 

8B10B IPの RTL暗号化コードが含まれています。 

表 6-2 Gowin RoraLink 8B10B IPのソースコード一覧 

名称 説明 

roralink_8b10b.v 暗号化されている、IPコアのトップレベル・ファイル。

ユーザーにインターフェース情報を提供します。 

6.3 リファレンス・デザイン 

フォルダには、主に Gowin RoraLink 8B10B IPのネットリスト・フ

ァイル、リファレンス・デザイン、制約ファイル、トップレベル・ファイ

ル、およびプロジェクト・フォルダなどが含まれています。 

表 6-3 Gowin RoraLink 8B10B IP RefDesignフォルダのコンテンツ一覧 

名称 説明 

top.v リファレンス・デザインのトップ・モジュール 

top.cst 物理制約ファイル 

top.sdc タイミング制約ファイル 

top.gsc 合成の制約ファイル 

top.gao プロジェクトのデバッグ・ファイル 
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名称 説明 

reset_gen.v リセット生成モジュール 

local2reg.v バス-レジスタ変換モジュール 

apb2local.v 構成バス変換モジュール 

ll_to_axi_reg.v AXIバス変換モジュール 

axi_to_ll_reg.v AXIバス変換モジュール 

axi_register_slice.v AXIバス変換モジュール 

frame_gen.v データ生成モジュール 

frame_check.v データ検出モジュール 

SerDes EDAツールで生成された SerDes関連ファイルと

roralink_8b10bフォルダを含む SerDes IPフォルダ。 

uart_to_bus uart to bus IPフォルダ。シリアル-内部構成バスの変換用。 

gowin_pll PLL IPフォルダ。外部入力 50MHzクロックをリファレン

ス・クロックとして使用して内部構成クロックを出力しま

す。 
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